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小児人工内耳（外国製）



難聴の治療

難聴の種類に応じた様々な治療方法

難聴の種類 主な病気 主な治療方法

伝音難聴 外耳道炎、急性中耳炎 薬物投与

滲出性中耳炎、鼓膜穿孔、
慢性中耳炎、耳硬化症

手術
補聴器

感音難聴 突発性難聴 薬物投与

騒音性難聴 加齢性難聴
先天性難聴

補聴器
人工内耳

混合性難聴 伝音難聴と感音難聴の２つが合併 症状に応じた治療を選択

参考: 一般社団法人日本耳鼻咽喉科学会 「"Hear well, Enjoy life" – 快聴で人生を楽しく -」Website



人工内耳とは

聴覚障害があり、補聴器での装用効果が不十分である患者に対する唯一の聴覚獲得法

• 人工内耳の有効性は個人差がある。
• 手術直後から完全に聞こえるわけではない。
• 聴覚・言語の発達のために術後の（リ）ハビリテーションが必要。

インプラント サウンドプロセッサ

体内装置の「インプラント」と体外装置の「サウンドプロセッサ」で構成。

画像提供:日本コクレア



対外装置であるサウンドプロセッサが音を拾い、
デジタル信号に変換します。

人工内耳:聴こえの仕組み

A: サウンドプロセッサ
B: 送信コイル
C: インプラント本体

サウンドプロセッサはこのデジタル信
号を、送信コイルを通じて体内装
置であるインプラントへ送ります。

インプラントは、受信したデジタル信
号を電気信号に変換し、蝸牛内に
挿入されている電極に送ります。

電極が蝸牛内の聴神経を刺激し、
この刺激が脳で音として認識されま
す。

画像提供:日本コクレア



小児人工内耳:装用までの道のり

新生児聴覚スクリーニング
乳幼児健診

（一次検査）

➊

二次聴力検査機関
限定的検査・一部難聴の治療

❷
療育・教育施設
難聴児の療育

家族への情報提供

精密聴力検査機関
難聴の確定診断

難聴の治療方針決定
療育・教育施設への紹介

❸

出生
紹介

紹介

紹介 紹介
連携

小児難聴の診断・介入システム

人工内耳手術

主な課題
1. 新スク（難聴疑い後）の追跡体制の未整

備
2. 新スク費用補助の自治体によるバラつき
3. 確定診断が的確にできる施設・人材の不足
4. 人工内耳適応の的確な判断ができる施設の

不足

新生児聴覚検査可能施設率 94.3% *1
新生児聴覚検査実施施設率 87.6%

*1 日本産婦人科医会 「新生児聴覚スクリーニング検査についてのアンケート調査」
2017年６月実施
対象:分娩を取り扱う全国2369医療機関、有効回答施設数 1795

補聴器

補聴器



小児人工内耳の聴取成績 : 術時年齢の比較

Dettman et Al (2016)

人工内耳の術時年齢（歳）
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単語 文章
グループ

グループ 術時月齢

1 12カ月未満

2 13 ～ 18ヵ月

3 19 ～ 24ヶ月

4 25 ～ 42か月

5 43 ～ 72か月

人工内耳の術時年齢が低いほど良好な結果



人工内耳:術後の診療と(リ）ハビリテーション

画像提供:日本コクレア

診療（医療機関） リハビリ（保護者と療育機関）

術後は継続的な診療とあわせ、聴覚・言語の発達のため
の根気強いリハビリテーションが必須

マッピング（聴こえの調整）
カウンセリング

人工内耳装用児

主な課題
1. リハビリに携わる、聴覚障害の言語聴覚士施設数の地域差
2. サウンドプロセッサ故障時買い替え費用補助の自治体差
3. サウンドプロセッサ用電池費用補助の自治体差



聴覚障害 言語聴覚士 所属医療施設数

人口（百万人） 人工内耳手術病院数 人工内耳リハ可能施設数 百万人あたり
人工内耳リハ施設数

聴覚障害言語聴覚士
所属医療施設数

百万人あたり
聴覚障害言語聴覚士
所属医療施設数

北海道 5.3 5 5 1.0 16 3.0
東北 8.7 8 13 1.5 22 2.5
関東 43.5 27 34 0.8 71 1.6
甲信越 5.1 3 4 0.8 12 2.4
北陸 3.0 4 6 2.0 11 3.7
中部 15.0 8 12 0.8 25 1.7
関西 20.5 23 24 1.2 51 2.5
中国 7.3 7 12 1.6 21 2.9
四国 3.7 4 5 1.3 14 3.8
九州 14.3 12 15 1.1 53 3.7
全国 126.2 101 130 1.0 296 2.3

データ:以下の各出典データを収集した上で推計
総務省人口推計都道府県別 (2019)
一般社団法人 人工内耳友の会ACITA 会報「明日」 人工内耳手術病院、リハビリ施設
一般社団法人 日本言語聴覚士協会 病院・施設検索



人工内耳友の会ACITAより



人工内耳友の会ACITAより



補聴器
日本製・外国製



4.軽度・中等度難聴児へ補聴器購入費助成を実施している自治
体

13

助成制度について取りまとめている都道府県
（都道府県のWebサイトに記載がある）

助成制度について取りまとめていない都道府県
（都道府県のWebサイトに記載がない）
（あるいは一部自治体で実施していない）



軽度・中等度難聴児へ補聴器購入費助成を実施している自治体
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都道府県 条件① 条件② 備考

▲ 北海道 30~70dBHL 18歳未満。
道のサイト内で取り纏め情報確認できず（札幌市の例を掲載）。
実施の確認ができた市町:札幌市、伊達市、遠軽町、苫小牧市、旭川市、函館市、江差町、北斗市、岩見沢市、根室市、倶知
安町、帯広市、恵庭市、江別市、釧路市、北広島市、標茶町、室蘭市、池田町

● 青森 30~70dBHL 18歳になる日以降
最初の3/31まで。

● 岩手 両耳30~70dBHL 18歳未満

▲ 宮城 両耳30~70dBHL 18歳未満 県のサイト内で取り纏め情報確認できず（仙台市の例を掲載）。
実施の確認ができた市町:仙台市、亘理町、名取市、富谷町、大崎市、加美町、石巻市、大河原町、岩沼市、利府町

● 秋田 両耳30~70dBHL 18歳未満

● 山形 両耳30~70dBHL 18歳未満 35市町村のうち31市町村で実施（令和2年12月時点 県のサイトに一覧あり）。

● 福島 両耳30~70dBHL 18歳未満 実施していない市町村がある旨、県のサイトに記載あり。

● 茨城 30~70dBHL 18歳未満 保健福祉部の「軽中等度難聴児補聴器購入費支援事業」文書にて確認（県内全域でやっている様子）。

● 栃木 両耳30~70dBHL 18歳未満

● 群馬 両耳40~70dBHL 18歳未満

▲ 埼玉 両耳70dBHL未満 18歳になる日以降
最初の3/31まで。 県内全域で実施（取りまとめ情報は確認できず）。

● 千葉 30~70dBHL 18歳未満 千葉県言語聴覚士会のサイトに情報あり（県のサイトで情報は確認できず。）

●： 助成制度について都道府県での取りまとめ有り（県のサイト内で、助成実施の情報を確認できたものを含む。一部地域で未実施の自治体ある場合も含む。）
▲： 助成制度について都道府県での取りまとめ無し（市町村ごとのサイト内で、助成実施の情報を確認できたものを含む。）

資料：各都道府県・各市町村のWebサイトで確認。
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都道府県 条件① 条件② 備考

● 東京 30~70dBHL 18歳未満

● 神奈川 30~70dBHL 18歳未満

● 新潟 30~70dBHL 18歳未満
県のサイト内に条件①②の情報無し（新潟市の例を掲載）。
実施の確認ができた市町:新潟市、魚沼市、南魚沼市、村上市、柏崎市、燕市、見附市、阿賀野市、上越市、十日町市、三条
市、⾧岡市。

▲ 富山 30~70dBHL 18歳になる日以降
最初の3/31まで。

県のサイト内に条件①②の情報無し（富山市の例を掲載）。
実施の確認ができた市町:富山市、入善町、射水市、小矢部市、滑川市。

● 石川 30~70dBHL 18歳未満 県立ろう学校の資料（Web掲載）に「県内全市町で実施」と明記。
（県のサイト内に取り纏め情報は確認できず。）

● 福井 30~70dBHL 18歳未満 県聴覚障がい者センターの資料（Web掲載）に、助成実施している市町の記載あり（平成29年9月時点の情報）。
福井市、敦賀市、大野市、勝山市、鯖江市、越前市、永平寺町、南越前町、越前町。

● 山梨 30~70dBHL 18歳になる日以降
最初の3/31まで。

● ⾧野 両耳70dBHL未満 18歳未満 県のサイト内に条件①②の情報無し（⾧野市の例を掲載）。

▲ 岐阜 30~70dBHL 18歳未満
県のサイト内に取り纏め情報確認できず（美濃加茂市の例を掲載）。
実施の確認ができた市:美濃加茂市、山県市、羽島市、瑞穂市、関市、大垣市、恵那市、中津川市、海津市、可児市、多治見
市、

● 静岡 30~70dBHL 18歳未満 FM補聴システム貸出も実施

▲ 愛知 30~70dBHL 18歳未満 県のサイトに取り纏め情報なし（名古屋市の例を掲載）。

● 三重 30~70dBHL 18歳になる日以降
最初の3/31まで。

●： 助成制度について都道府県での取りまとめ有り（県のサイト内で、助成実施の情報を確認できたものを含む。一部地域で未実施の自治体ある場合も含む。）
▲： 助成制度について都道府県での取りまとめ無し（市町村ごとのサイト内で、助成実施の情報を確認できたものを含む。）

資料：各都道府県・各市町村のWebサイトで確認。

軽度・中等度難聴児へ補聴器購入費助成を実施している自治体
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都道府県 条件① 条件② 備考

● 滋賀 30~70dBHL 18歳未満

● 京都 30~70dBHL 18歳未満 府のサイト内に条件①②の情報無し（京都市の例を掲載）。

● 大阪 30~70dBHL 18歳未満 府のサイト内では「大阪府難聴児補聴器交付事業」以外確認できず（大阪市の例を掲載）。

▲ 兵庫 30~70dBHL 18歳になる日以降
最初の3/31まで。 県のサイト内に条件①②の情報無し（神戸市の例を掲載）。

● 奈良 30~70dBHL 18歳未満

▲ 和歌山 30~70dBHL 18歳未満
県のサイトに取り纏め情報確認できず（和歌山市の例を掲載）。
実施の確認ができた市町:和歌山市、紀の川市、新宮市、海南市、橋本市、有田川町、岩出市、田辺市、有田市、串本町、白
浜町、

● 島根 30~70dBHL 18歳未満

▲ 鳥取 40~70dBHL 小学生以下 県のサイト内に「鳥取県身体障害者手帳交付対象外の難聴児への補聴器購入助成事業実施要綱」あり。

● 岡山 30~70dBHL 18歳未満

● 広島 30~70dBHL 18歳未満

● 山口 30~70dBHL 18歳未満

● 徳島 30~70dBHL 18歳未満 県のサイト内に条件①②の情報見つからず（徳島市の例を掲載）。
諸制度紹介文書（県サイトからリンク）に実施の旨は記載。

●： 助成制度について都道府県での取りまとめ有り（県のサイト内で、助成実施の情報を確認できたものを含む。一部地域で未実施の自治体ある場合も含む。）
▲： 助成制度について都道府県での取りまとめ無し（市町村ごとのサイト内で、助成実施の情報を確認できたものを含む。）

資料：各都道府県・各市町村のWebサイトで確認。

軽度・中等度難聴児へ補聴器購入費助成を実施している自治体
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都道府県 条件① 条件② 備考

● 香川 30~70dBHL 18歳未満 県のサイトに取り纏め情報確認できず。（条件①②は高松市の例。）
香川県難聴児(者)親の会のサイトにて「香川県難聴児補聴器購入費用助成費補助事業」を確認。

● 愛媛 30~70dBHL 18歳未満 県のサイトから各市町へのリンクあり。

● 高知 30~70dBHL 18歳未満 県のサイト内に「高知県難聴児補聴器購入助成事業実施要領」のリンクあり。

● 福岡 30dB~70dB 18歳になる日以降
最初の3/31まで。 サイト内に実施している56市町へのリンクあり。

● 佐賀 両耳30dBHL以上 18歳になる日以降
最初の3/31まで。

● ⾧崎 30~70dBHL 18歳未満 県のサイトに取り纏め情報確認できず（⾧崎市の例を掲載）。県立ろう学校のサイトに情報あり。
実施の確認ができた市町:⾧崎市、雲仙市、佐世保市、壱岐市、西海市、南島原市、⾧与町、諫早市、大村市、時津町、

● 熊本 30~70dBHL 18歳未満 障がい者支援課のサイト内にリンクがある「障がい福祉のしおり」に記載（p.52）。

▲ 大分 30~70dBHL 18歳未満 県のサイトに取り纏め情報確認できず（大分市の例を掲載）。
実施の確認ができた市町:大分市、佐伯市、中津市、杵築市、津久見市、

● 宮崎 30dB~70dB 18歳以下（18歳到達
年度まで）。

● 鹿児島 30~70dBHL 18歳未満 「保健福祉行政の概要:第7事業概要1-4障害者等が安心して暮らせる地域社会づくり」（p.156）

● 沖縄 30~70dBHL 18歳未満

●： 助成制度について都道府県での取りまとめ有り（県のサイト内で、助成実施の情報を確認できたものを含む。一部地域で未実施の自治体ある場合も含む。）
▲： 助成制度について都道府県での取りまとめ無し（市町村ごとのサイト内で、助成実施の情報を確認できたものを含む。）

資料：各都道府県・各市町村のWebサイトで確認。

軽度・中等度難聴児へ補聴器購入費助成を実施している自治体



6. 公的支援の例（補聴器）
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～東京都の例～

東京都内に居住している18歳未
満の児童

両耳の聴力レベルが概ね30ｄB
以上であり、身体障害者手帳
（聴覚障害）交付の対象となる
聴力ではないこと

補聴器の装用により、言語の習
得等一定の効果が期待できると
医師が判断する者

※ 東京都福祉保健局サイトより

• 中等度難聴児発達支援事業
市区町村ごと

https://www.fukushihoken.metro.tokyo.l
g.jp/shougai/nichijo/chutoudo_nanchouji
/chutoudo_nanchouji_oshirase.html

右耳の聴力
レベルが35dB

左耳の聴力
レベルが30dB



5. 補聴器メーカー各社の支援概要
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メーカー 対象者 対象機種・支援内容等

リオン
20歳以下の方
（新規・買替を問わず）

多くのリオネット補聴器を、障害者総合支援法の
補装具購入基準額のみの差額負担なしで購入可能。
軟骨伝導補聴器は、子ども価格を設定。

Phonak 注文時に18歳未満のお客様
対象機種に子ども価格を設定。
特典として、幼児にはケアキットが付属。

GN
乳幼児および学生
（新規・買替を問わず）

障害者総合支援法対応補聴器を除くリサウンド補聴器全機種
マルチマイクおよびマイクロマイク
20%割引

Oticon
未就学児を含む就学者
（新規・買替を問わず）

障害者総合支援法対応補聴器を除く
オーティコン補聴器（一部機種を除く）
片耳購入で10%割引 ／ 両耳購入で20%割引

Sivantos

聾学校・難聴学級等に通う
児童、学生（大学院生まで対応）
【期間限定で実施】

10万円以上のシーメンス・シグニア補聴器全器種
本体価格から 20% 引き
※他の割引キャンペーンの併用不可

Widex 18歳まで 耳かけ型補聴器（対象機種のみ）15%引き

starkey

26 歳以下の補聴器ユーザー
【2019/4/1～2020/3/31

の期間限定で実施】
対象製品：全Synergy 製品
⽚耳購⼊：10％割引 ／ 両耳購⼊：20％割引

ベルトーン 耳かけ型補聴器 10%引き

ユニトロン 耳かけ型補聴器 10%引き

バーナフォン 耳かけ型補聴器 10%引き

パナソニック補聴器 ―



製品概要 装用例
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イヤチップ
埋め込みタイプ

イヤチップ
貼り付けタイプ

振動子単体タイプ

 耳の形状に合わせて3タイプの振動子
ユニットをご用意しております。

軟骨伝導補聴器（世界初の新しい補聴器）の補助は？



公的支援制度の状況
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公的支援制度の状況（直営店舗実績）
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• メーカー直営店舗での販売状況
（2017年11月～2020年8月）

5%
4%

18%

4%

43%

26%

軟骨伝導補聴器 購入内訳別割合

補聴器交付 特例補装具
中等度難聴児発達支援事業 その他助成
子ども価格（公的助成なし） 一般販売（公的助成なし）


